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඼࣭݄ؒϗʔϜϖʔδʢIUUQ���R�NPOUI�KQ�ʣ΋͝ࢀর͍ͩ͘͞

඼࣭݄ ʢؒ2VBMJUZ .POUIʣΛܴ͑ͯ
ɹࡏݱ、ࣗ વ環ڥや੓ ɾ࣏ࡁܦ環ڥにՃえ、"*ͳͲのٕज़環ڥがٸ଎にมԽしています。͜ のΑ͏ͳ環ڥมԽのதでະདྷを੾
Γ୓くたΊに品質のྗはますますॏཁにͳって͖ています。品質には、݁ Ռやプϩηスをଟ໘తにධՁし、վળ΁と݁ͼつ͚る
ྗがߟえΒΕます。また、品質にはϞϊのྑしѱしだ͚でͳく、ۀا಺֎のਓʑや٬ސを݁ͼつ͚、ྗڠする͜とでಘΒΕる
৴པやتͼを૑ग़するྗ΋ߟえΒΕます。し͔し一ਓでߟえているだ͚では品質のྗをे෼ൃشで͖ͳい͔΋しΕまͤん。

ɹ品質のྗを࠷େݶにൃشするたΊに、͜ࠓ ʮͦڞ૑ʯがॏཁです。ڞ૑はҟͳる立৔やۀछのਓɾஂ ମがྗڠして৽たͳ঎
品ɾαʔϏスやՁ஋؍を࡞Γग़す͜とです。ྗڠにΑる٬ސՁ஋の૑଄やࣾձతՁ஋の૑଄はڞ૑です。また৬৔に͓͚るۀ
຿վળのऔΓ૊Έや環ڥมԽにରԠしͳがΒྗڠしてվળをਐΊる͜と、աڈのࣦഊ͔Βֶͼ間ҧいをݮΒす͜と΋ڞ૑です。
さΒに、%9や"*ͳͲの৽ٕज़や৘ใを活用し、৽たͳՁ஋をੜΈग़す͜と΋ڞ૑です。͜ ͏したڞ૑をਪਐするたΊに52.
はਐԽしていますし、৽たͳࢼΈ΋すでに࣮ࢪさΕています。

ɹڞ૑を௨͡てޓいの৴པײをਂΊる͜とで、ྗڠする͜とのتͼにͮؾく͜とがで͖ます。一ਓではఘΊていた͜とが、ྗڠ
する͜とで࣮ݱで͖るָしさがあΓます。νʔϜとしてظ଴し߹い、ͦ のظ଴にԠえる͜とでಘΒΕる੒௕とୡ੒ײがあΓます。
品質月間が、品質のྗをൃشしてΈんͳがະདྷに͚޲てتͼを͡ײͳがΒڞ૑するػձにͳΕ͹、͜ ΕにউるتͼはあΓ
まͤん。
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。している৘ใは2026年�݄�日時点のものですࡌܝ
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ʲਃํࠐ๏ʳ
+4"�8FCEFTL ͔Β͓ਃࠐΈください。

͓ਃࠐΈいただいたํには、੥ٻॻをݪଇ։͔̍ߨ月લに͓ૹΓいたし
ます。੥ٻॻにࡌهのظ೔までに͓ৼΓࠐΈを͓ئいいたします。
ఆһにͳΓ次第、͓ ਃࠐΈをకΊ੾Βͤていただ͖ます。
。は΢ΣϒαΠトをごཡくださいࡉৄ

ʲΩϟϯηϧͷऔΓѻ͍ͱ͓͍ئʳ
キϟϯηルの৔߹は։̍࠵ ि間લまでに8FCEFTLʮ͓໰い߹ΘͤϑΥʔϜʯ
にΑΓご࿈བྷを͓ئいいたします。ごܽ੮の৔߹はฦۚをいたしまͤん
ので、୅ཧのํのごग़੮を͓નΊいたします。ͳ͓、キϟϯηルɾϙϦγʔ
はҎԼの௨Γです。

˔ϥΠϒ഑৴
ηϛφʔ։ߨ೔の ೔̓લΑΓडߨྉશ ʢֹ���ˋʣのキϟϯηルྉをਃし
ड͚ます。

ʲϥΠϒ഑৴ʹ͍ͭͯʳ
ϥΠϒ഑৴�ηϛφʔでは、�;PPN�8FC�ձٞαʔϏスをར用いたします。

ʻ動࡞環ڥʼ
डߨ用ύιίϯٴͼϞόΠルの動࡞環ڥについては�、�;PPN�の࠷৽の
γステϜཁ݅をご֬ೝください。
IUUQT���TVQQPSU�[PPN�VT�ID�KB�BSUJDMFT�����6����

डߨલにͪ͜Βをご֬ೝください。
IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQ�QEG�TFNJOBS�LFOTZV@LBJKZP�MJWF��QEG

ϥΠϒ഑৴

ʲࢀՃྉ ɹrߨ�ԋɹ �̌
���ʢ੫ࠐʣ
品質月間テキストのྉۚはؚΈまͤん。テキストߪೖαΠトΑΓごߪೖください。

ɻ͢·͍ͨ͠࠵೥౓΋;PPNʹΑΔΦϯϥΠϯͰ։ࠓ˔
˔1$ɺλϒϨοτɺεϚʔτϑΥϯ͔Β͝ࢀՃ͍͚ͨͩ·͢ɻ
˔೔ఔɺߨԋ಺༰͸४උͰ͖࣍ୈɺॱ ࣍඼࣭݄ؒαΠτ΁ࡌܝ༧ఆͰ͢ɻ

ʢৄ͘͠͸݄ؒαΠτ΁ɹIUUQ���R�NPOUI�KQʣ
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回

トップϖʔδʢIUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
˰ηϛφʔɾઆ໌ձɾ42େձ
または、ʮ品質月間ߨ�ԋձʯでࡧݕ

࣍ͷը໘Ͱʮ඼࣭݄ؒʯͷΞΠίϯ
ΛΫϦοΫʂ
ΫϦοΫޙ͸ը໘ͷҊ಺ʹै͍ɺ
͓ਃࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ
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ॻ੶ͷը૾͕໨ҹʂ
ʮن ・֨ॻ੶・෺඼ʯͷΞΠίϯΛ
ΫϦοΫʂ
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8FCEFTL͔Βͷ͝஫จΛ༏ઌͯ͠ൃૹ͍ͨ͠· ʂ͢
ɾ'"9でご஫จいただくΑΓ΋、ૹ෇ख਺ྉが҆く、ೲظがૣいʂ
�ʢ8FCEFTLでのご஫จは���ԁ、'"9でのご஫จは66�ԁ、ૹ෇ख਺ྉをਃしड͚ます。ʣ
ɾདྷ೥౓Ҏ߱、ご༧໿։࢝࣌ظをϝʔルでごҊ಺ʂ
ɾʮご஫จの֬ೝϝʔルʯがಧいて҆৺ʂ

ʢैདྷ௨Γ'"9でご஫จさΕるํ΋、্ のը໘に͓ਐΈください。8FCαΠト͔Β'"9஫จॻをμ΢ϯϩʔυいただ͚ます。ʣه

+4A 8FCEFTLΛ։ ʢ͘IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
ʢʮ+4A 8FCEFTLʯͰΠϯλʔωοτࡧݕʂʣ

おਃ込み方๏͸+4A 8FCEFTLを͝ཡくͩさい。

ୈ��ճ ඼࣭݄ؒࢿྉ͓ਃࠐΈํ๏
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ご༧໿ड෇
͓ਃࠐΈは͓ૣΊにʂʂ
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ηϛφʔ։ߨ೔の ೔̓લΑΓडߨྉશ ʢֹ���ˋʣのキϟϯηルྉをਃし
ड͚ます。

ʲϥΠϒ഑৴ʹ͍ͭͯʳ
ϥΠϒ഑৴�ηϛφʔでは、�;PPN�8FC�ձٞαʔϏスをར用いたします。

ʻ動࡞環ڥʼ
डߨ用ύιίϯٴͼϞόΠルの動࡞環ڥについては�、�;PPN�の࠷৽の
γステϜཁ݅をご֬ೝください。
IUUQT���TVQQPSU�[PPN�VT�ID�KB�BSUJDMFT�����6����

डߨલにͪ͜Βをご֬ೝください。
IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQ�QEG�TFNJOBS�LFOTZV@LBJKZP�MJWF��QEG

ϥΠϒ഑৴

ʲࢀՃྉ ɹrߨ�ԋɹ �̌
���ʢ੫ࠐʣ
品質月間テキストのྉۚはؚΈまͤん。テキストߪೖαΠトΑΓごߪೖください。

ɻ͢·͍ͨ͠࠵೥౓΋;PPNʹΑΔΦϯϥΠϯͰ։ࠓ˔
˔1$ɺλϒϨοτɺεϚʔτϑΥϯ͔Β͝ࢀՃ͍͚ͨͩ·͢ɻ
˔೔ఔɺߨԋ಺༰͸४උͰ͖࣍ୈɺॱ ࣍඼࣭݄ؒαΠτ΁ࡌܝ༧ఆͰ͢ɻ

ʢৄ͘͠͸݄ؒαΠτ΁ɹIUUQ���R�NPOUI�KQʣ

ཁྖࠐՃਃࢀ

ԋ֓ཁߨ

඼࣭݄ؒಛผߨԋձ第
��
回

トップϖʔδʢIUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
˰ηϛφʔɾઆ໌ձɾ42େձ
または、ʮ品質月間ߨ�ԋձʯでࡧݕ

࣍ͷը໘Ͱʮ඼࣭݄ؒʯͷΞΠίϯ
ΛΫϦοΫʂ
ΫϦοΫޙ͸ը໘ͷҊ಺ʹै͍ɺ
͓ਃࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ

3

ॻ੶ͷը૾͕໨ҹʂ
ʮن ・֨ॻ੶・෺඼ʯͷΞΠίϯΛ
ΫϦοΫʂ

2

8FCEFTL͔Βͷ͝஫จΛ༏ઌͯ͠ൃૹ͍ͨ͠· ʂ͢
ɾ'"9でご஫จいただくΑΓ΋、ૹ෇ख਺ྉが҆く、ೲظがૣいʂ
�ʢ8FCEFTLでのご஫จは���ԁ、'"9でのご஫จは66�ԁ、ૹ෇ख਺ྉをਃしड͚ます。ʣ
ɾདྷ೥౓Ҏ߱、ご༧໿։࢝࣌ظをϝʔルでごҊ಺ʂ
ɾʮご஫จの֬ೝϝʔルʯがಧいて҆৺ʂ

ʢैདྷ௨Γ'"9でご஫จさΕるํ΋、্ のը໘に͓ਐΈください。8FCαΠト͔Β'"9஫จॻをμ΢ϯϩʔυいただ͚ます。ʣه

+4A 8FCEFTLΛ։ ʢ͘IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
ʢʮ+4A 8FCEFTLʯͰΠϯλʔωοτࡧݕʂʣ

おਃ込み方๏͸+4A 8FCEFTLを͝ཡくͩさい。

ୈ��ճ ඼࣭݄ؒࢿྉ͓ਃࠐΈํ๏

1

ご༧໿ड෇
͓ਃࠐΈは͓ૣΊにʂʂ
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ୈ��ճ ඼࣭݄ؒ
����೥��݄�೔ʙ��݄��೔

テʔϚ

˙ओ࠵
品質月間ҕһձɹ一ൠஂࡒ๏ਓ�೔ຊՊֶٕज़࿈ໍ
೔ຊ঎޻ձٞॴɹ一ൠஂࡒ๏ਓ�೔ຊڠ֨نձ

ԉޙ˙
ɹɹɹɹ�一ൠࣾஂ๏ਓ�೔ຊ品質؅ཧֶձɹެӹஂࡒ๏ਓ�೔ຊੜੑ࢈ຊ෦
一ൠࣾஂ๏ਓ�೔ຊೳ཰ڠձɹ一ൠஂࡒ๏ਓ�೔ຊফඅऀڠձɹ2$αʔΫルຊ෦
一ൠࣾஂ๏ਓ�೔ຊஂࡁܦମ࿈߹ձɹ一ൠࣾஂ๏ਓ�品質ֶ޻ձ

඼࣭݄ؒϗʔϜϖʔδʢIUUQ���R�NPOUI�KQ�ʣ΋͝ࢀর͍ͩ͘͞

඼࣭݄ ʢؒ2VBMJUZ .POUIʣΛܴ͑ͯ
ɹࡏݱ、ࣗ વ環ڥや੓ ɾ࣏ࡁܦ環ڥにՃえ、"*ͳͲのٕज़環ڥがٸ଎にมԽしています。͜ のΑ͏ͳ環ڥมԽのதでະདྷを੾
Γ୓くたΊに品質のྗはますますॏཁにͳって͖ています。品質には、݁ Ռやプϩηスをଟ໘తにධՁし、վળ΁と݁ͼつ͚る
ྗがߟえΒΕます。また、品質にはϞϊのྑしѱしだ͚でͳく、ۀا಺֎のਓʑや٬ސを݁ͼつ͚、ྗڠする͜とでಘΒΕる
৴པやتͼを૑ग़するྗ΋ߟえΒΕます。し͔し一ਓでߟえているだ͚では品質のྗをे෼ൃشで͖ͳい͔΋しΕまͤん。

ɹ品質のྗを࠷େݶにൃشするたΊに、͜ࠓ ʮͦڞ૑ʯがॏཁです。ڞ૑はҟͳる立৔やۀछのਓɾஂ ମがྗڠして৽たͳ঎
品ɾαʔϏスやՁ஋؍を࡞Γग़す͜とです。ྗڠにΑる٬ސՁ஋の૑଄やࣾձతՁ஋の૑଄はڞ૑です。また৬৔に͓͚るۀ
຿վળのऔΓ૊Έや環ڥมԽにରԠしͳがΒྗڠしてվળをਐΊる͜と、աڈのࣦഊ͔Βֶͼ間ҧいをݮΒす͜と΋ڞ૑です。
さΒに、%9や"*ͳͲの৽ٕज़や৘ใを活用し、৽たͳՁ஋をੜΈग़す͜と΋ڞ૑です。͜ ͏したڞ૑をਪਐするたΊに52.
はਐԽしていますし、৽たͳࢼΈ΋すでに࣮ࢪさΕています。

ɹڞ૑を௨͡てޓいの৴པײをਂΊる͜とで、ྗڠする͜とのتͼにͮؾく͜とがで͖ます。一ਓではఘΊていた͜とが、ྗڠ
する͜とで࣮ݱで͖るָしさがあΓます。νʔϜとしてظ଴し߹い、ͦ のظ଴にԠえる͜とでಘΒΕる੒௕とୡ੒ײがあΓます。
品質月間が、品質のྗをൃشしてΈんͳがະདྷに͚޲てتͼを͡ײͳがΒڞ૑するػձにͳΕ͹、͜ ΕにউるتͼはあΓ
まͤん。

第67回品質月間ҕһձҕһ௕
ੴ௡ɹণฏʢ੨ֶࢁӃେֶ�໊༪教तʣ

ҕ員長
ੴ௡　ণฏ	 ੨ࢁ学Ӄ大学	名誉教授

෭ҕ員長
	一඙　ࢁؙ 和ޫ大学	経ࡁ経営学部	経営学科	教授
ޫ౻　ٛ࿠	 一ൠஂࡒ法人	日本科学技術࿈ໍ	৤ୗ

ҕ員
	໦　༟行ߥ ՖԦ株式会社

੡造౷ׅ部	基װ技術部	部長
ү֋　高行	 日本経ࡁ新ฉ社

編ू	Ϗジネスใ道Ϣニット長
ҏ౻　ܡ一	 株式会社日立੡作ॴ	モノづくり戦ུ本部

企画部	γニアプϩフΣッγϣφル
খ川　৻一	 ԣ඿国立大学	大学Ӄ

国際社会科学ڀݚӃ	教授
ӊ　ষయ	 株式会社஛中工務ళ

経営企画ࣨTQM推進部	部長

୔　ໜथ	 株式会社リコー	4CM本部	品質౷ׅηンター
̢̦推進ࣨ	QM推進άループ	エキスパート

ླ໦　޹一	 株式会社ケアコム	顧問
高ڮ　७一	 +43 株式会社

੡品・品質保証部	部長
ઍ原　࢙߁	 株式会社-I9I-	安全・品質౷ׅ部	品質企画部

品質教育άループ	主ࠪ
෌Ӭ　༤ೋ࿠	 本ా技ݚ工業株式会社	品質改ֵ本部

άϩーバル品質؂理部	品質؂理課	νーフエンジニア
名૔　ࡾՃ代	 άϩーリー株式会社

生࢈本部	生࢈企画部	専門課長
౻Ҫ　وඒࢠ	 N&Cプラットフォームζ株式会社	C4品質推進部門

品質推進౷ׅ部	γニアプϩフΣッγϣφル
৿ా　থ඙	 株式会社 I)I	高度৘ใマネジメント౷ׅ本部

企画管理部	管理άループ	品質・安全νーム	νーム長
٢水　݈ೋ	 アサヒάループホールディンάス株式会社

4VQQlZ	ChBiO	QVBlitZ	3iTL	MBOBgeS

ओஂ࠵体　ҕ員
খ野ࣉ　ক人	 一ൠஂࡒ法人	日本科学技術࿈ໍ	

専務理事・事務ہ長
	々໦　和人ࠤ 日本঎工会ٞॴ	事業部	部長
下ڥ　݈一	 一ൠஂࡒ法人	日本規֨ڠ会	業務ࣥ行理事

ԉஂ体　ҕ員ޙ
ా中　大ี	 一ൠஂࡒ法人	日本ফඅ者ڠ会	事務ہ長
༄本　直行	 ެӹஂࡒ法人	日本生࢈性本部	

顧客価値創造ηンター・経営品質ٞڠ会
事務ہ長

඼࣭݄ؒҕһձ

（Ի順　※ୠし、ҕһ長、෭ҕһ長আくेޒ　শུܟ）

。している৘ใは2026年�݄�日時点のものですࡌܝ

ΈΜͳͰ共૑͠Αͦ͜ࠓ˔ ʂ͏ ະདྷΛ୓͘඼࣭ͷྗ
NoX	IT	the	TiNe	GoS	All	oG	6T	to	Co	CSeBte�	The	PoXeS	oG	QVBlitZ	to	0QeO	6Q	the	FVtVSe

ʲਃํࠐ๏ʳ
+4"�8FCEFTL ͔Β͓ਃࠐΈください。

͓ਃࠐΈいただいたํには、੥ٻॻをݪଇ։͔̍ߨ月લに͓ૹΓいたし
ます。੥ٻॻにࡌهのظ೔までに͓ৼΓࠐΈを͓ئいいたします。
ఆһにͳΓ次第、͓ ਃࠐΈをకΊ੾Βͤていただ͖ます。
。は΢ΣϒαΠトをごཡくださいࡉৄ

ʲΩϟϯηϧͷऔΓѻ͍ͱ͓͍ئʳ
キϟϯηルの৔߹は։̍࠵ ि間લまでに8FCEFTLʮ͓໰い߹ΘͤϑΥʔϜʯ
にΑΓご࿈བྷを͓ئいいたします。ごܽ੮の৔߹はฦۚをいたしまͤん
ので、୅ཧのํのごग़੮を͓નΊいたします。ͳ͓、キϟϯηルɾϙϦγʔ
はҎԼの௨Γです。

˔ϥΠϒ഑৴
ηϛφʔ։ߨ೔の ೔̓લΑΓडߨྉશ ʢֹ���ˋʣのキϟϯηルྉをਃし
ड͚ます。

ʲϥΠϒ഑৴ʹ͍ͭͯʳ
ϥΠϒ഑৴�ηϛφʔでは、�;PPN�8FC�ձٞαʔϏスをར用いたします。

ʻ動࡞環ڥʼ
डߨ用ύιίϯٴͼϞόΠルの動࡞環ڥについては�、�;PPN�の࠷৽の
γステϜཁ݅をご֬ೝください。
IUUQT���TVQQPSU�[PPN�VT�ID�KB�BSUJDMFT�����6����

डߨલにͪ͜Βをご֬ೝください。
IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQ�QEG�TFNJOBS�LFOTZV@LBJKZP�MJWF��QEG

ϥΠϒ഑৴

ʲࢀՃྉ ɹrߨ�ԋɹ �̌
���ʢ੫ࠐʣ
品質月間テキストのྉۚはؚΈまͤん。テキストߪೖαΠトΑΓごߪೖください。

ɻ͢·͍ͨ͠࠵೥౓΋;PPNʹΑΔΦϯϥΠϯͰ։ࠓ˔
˔1$ɺλϒϨοτɺεϚʔτϑΥϯ͔Β͝ࢀՃ͍͚ͨͩ·͢ɻ
˔೔ఔɺߨԋ಺༰͸४උͰ͖࣍ୈɺॱ ࣍඼࣭݄ؒαΠτ΁ࡌܝ༧ఆͰ͢ɻ

ʢৄ͘͠͸݄ؒαΠτ΁ɹIUUQ���R�NPOUI�KQʣ

ཁྖࠐՃਃࢀ

ԋ֓ཁߨ

඼࣭݄ؒಛผߨԋձ第
��
回

トップϖʔδʢIUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
˰ηϛφʔɾઆ໌ձɾ42େձ
または、ʮ品質月間ߨ�ԋձʯでࡧݕ

࣍ͷը໘Ͱʮ඼࣭݄ؒʯͷΞΠίϯ
ΛΫϦοΫʂ
ΫϦοΫޙ͸ը໘ͷҊ಺ʹै͍ɺ
͓ਃࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ

3

ॻ੶ͷը૾͕໨ҹʂ
ʮن ・֨ॻ੶・෺඼ʯͷΞΠίϯΛ
ΫϦοΫʂ

2

8FCEFTL͔Βͷ͝஫จΛ༏ઌͯ͠ൃૹ͍ͨ͠· ʂ͢
ɾ'"9でご஫จいただくΑΓ΋、ૹ෇ख਺ྉが҆く、ೲظがૣいʂ
�ʢ8FCEFTLでのご஫จは���ԁ、'"9でのご஫จは66�ԁ、ૹ෇ख਺ྉをਃしड͚ます。ʣ
ɾདྷ೥౓Ҏ߱、ご༧໿։࢝࣌ظをϝʔルでごҊ಺ʂ
ɾʮご஫จの֬ೝϝʔルʯがಧいて҆৺ʂ

ʢैདྷ௨Γ'"9でご஫จさΕるํ΋、্ のը໘に͓ਐΈください。8FCαΠト͔Β'"9஫จॻをμ΢ϯϩʔυいただ͚ます。ʣه

+4A 8FCEFTLΛ։ ʢ͘IUUQT���XFCEFTL�KTB�PS�KQʣ
ʢʮ+4A 8FCEFTLʯͰΠϯλʔωοτࡧݕʂʣ

おਃ込み方๏͸+4A 8FCEFTLを͝ཡくͩさい。

ୈ��ճ ඼࣭݄ؒࢿྉ͓ਃࠐΈํ๏

1

ご༧໿ड෇
͓ਃࠐΈは͓ૣΊにʂʂ
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67th
QUALITY
MONTH

■主催＝品質月間委員会／（一財）日本科学技術連盟／（一財）日本規格協会／日本商工会議所
■後援＝ ／（一社）日本品質管理学会／（公財）日本生産性本部／（一社）日本能率協会／

（一財）日本消費者協会／QCサークル本部／（一社）日本経済団体連合会／（一社）品質工学会2026

67

今こそみんなで
共創しよう！
未来を拓く
品質の力

品質月間ウェブサイト

��ճ໨ͷ඼࣭݄͕ؒ΍͖ͬͯ·͢ɻ
֤ࣾͰ޻෉͞ΕͯޮՌతͳ඼࣭݄ؒΛ

ɻ͍ͩͯ͘͞͠ࢪ࣮
֤ࣾͰ͏ߦ඼࣭݄ؒࣄߦʢҰྫʣ

˔಺෦؂ࠪやࣾ௕ͳͲにΑる52.਍அの࣮ࢪ
˔࿦จͳͲのื ɾूબߟ
˔ࣾ಺の品質؅ཧʢ52.ʣେձの։࠵、関࿈するදজࣜの࣮ࢪ
˔品質月間テキストͳͲのߪೖɾ഑෍
˔52.の؍఺͔ΒΈたトップ΁のಇ͖͔͚ͳͲ

˔品質の૯఺ݕ
˔ࣾ಺ύϯϑϨットͳͲの࡞੒ɾ഑෍
˔品質月間ಛผߨԋձ、ΫΦϦテΟϑΥʔϥϜͳͲ΁のࢀՃ
ࣔܝのޠ༲、品質月間ϙスλʔɾඪܝのض2˔
˔ࣾ಺ใを品質؅ཧʢ52.ʣಛू߸とする

˔શࣾһのڳにΈんͳの߹ݴ༿をʂ
˔ େ͖さ�ɿ�௚ܘ�DN
˔ఆɹՁ�ɿݸ���૊ʢାʣɾɾɾɾɾ67�ԁʢ੫ࠐʣ


��૊ʢାʣɾɾɾݸ�����ԁʢ੫ࠐʣ

ˎഇغについては֤
࣏ࣗମのlܾまΓz
をご֬ೝください。
、販の҆શϐϯࢢ
഑߹のϊϯϑە߅
λルࢎԘԽϏχʔ
ルϑΟルϜを࢖用
しています。

ɹষڳ

˔໊ࣾೖΓ品質月間ϙスλʔのご஫จをड͚෇͚て͓Γます。
˔ ໊ࣾೖΓϙスλʔを活用し、活ؾある月間ӡ動をʂʂ

˔͓ड͚するຕ਺�ɿ��఺���ຕҎ্
˔͓ਃࠐड෇ظ間�ɿ����6೥�月��೔຦
˔ఆ� Ձ�ɿ�఺�ຕɾɾɾɾ�6�ԁʢ੫ࠐʣ�˞όϥ売Γです

˔ผ్ҹ࡮අʢ੫ࠐɾૹྉࠐʣ
���ʙ�
���ຕ 一཯�ɾɾɾɾɾ��
���ԁ
�
���ʙ�
���ຕ� ʏ� ɾɾɾɾɾ��
���ԁ
�
���ʙ�
���ຕ� ʏ� ɾɾɾɾɾ��
���ԁ
�
���ʙ�
���ຕ� ʏ� ɾɾɾɾɾ6�
���ԁ

໊ࣾೖΓϙスλʔ

（2৭࡮）

（多৭࡮）

ϙスλʔ

˔શࣾతに֤৬৔にࣔܝしてください。
˔େ͖さ�� 7���DN �̫��DN
˔ఆՁ � ֤छʢ"または#ʣ�ຕɾɾɾɾ���ԁʢ੫ࠐʣ

�ηットʢ�ຕ�૊ʣɾɾɾɾ7�6ԁʢ੫ࠐʣ

（A）	 （#）	

2छྨのϙスターより�छྨ�ຕからごߪ入が可能です。
2छྨ�組のηットൢചも行っております。

ϙスλʔσδλルσʔλ

˔ఆՁ � ֤छʢ"または#ʣ�ຕɾɾɾɾ��
���ԁʢ੫ࠐʣ
�ηットʢ�ຕ�૊ʣɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��
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඼࣭݄ؒςΩετ ●7種・A5判/各　定価726円（税込）
●テキスト（7種・各1冊）のセット販売をいたします。［1セット定価：4,323円（税込）］

第67回目を迎える品質月間では、次の7冊のテキストを販売いたします。
仕事に役立つ知識や事例がたくさん詰まっています。是非、皆様のスキルアップの一環として、あるいは品質活動に関する教材として品質月間
テキストをご活用ください。

No. 対　象 テキストタイトルと主な内容 編著者

��� 部課長
スタッフ

1.『QFD業務機能展開の発展的活用による仕事の見える化
－仕事に意味を与え，人と組織を持続的に成長させる－』

「仕事の見える化」とは、単に業務内容や手順を図や表にすることではなく、仕事の目的や
価値を明らかにし、為すべき業務と求められる達成水準を体系的に整理して、共通認識を
つくることである。本テキストでは、QFD（品質機能展開）の一翼を担う業務機能展開を
発展的に活用し、「作業としての仕事」を「使命としての仕事」に変え、働きがいと自律性
を高め、組織全体のパフォーマンス向上につなげる方法論を紹介する。

原賀 秀昭　著

��� 部課長
スタッフ

2.『デジタルとAIで大きく変わった失敗学
－AIが発達しても人が抱く違和感が大事－』

「失敗学」は、過去の事故や不祥事を分析して教訓を抽出する学問として発展してきた。
しかし、デジタル技術とAIの進展により、失敗学は単なる事後分析や教訓共有の活動から、
現場の違和感を起点にリスクを発見し、組織全体で共有・検討しながら失敗を未然に防ぐ
活動へと大きく変わりつつある。本テキストでは、知床遊覧船事故、タイタニック号沈没、
ノートルダム大聖堂・首里城正殿の火災、身近なPCトラブルなどの事例を通じて、AIが
どれほど高度化しても、失敗防止作戦を始めるためには、人間が「アレッ、変だな」と感じる
違和感が不可欠であることを示す。さらに、違和感をスマホやデジタルツールで共有し、
AIによってリスクを具体化することで、AI時代にふさわしい新しい失敗学の実践方法を
紹介する。

東京大学名誉教授
中尾 政之　著

��� 現場

3.『大学体育会におけるQCサークル活動の実践
－玉川大学体育会バスケットボール部に見る「みんなで共創」の取組み－』

玉川大学体育会バスケットボール部は、2026年より始まる特別強化指定部としての活動
に向けて、部全体として組織能力の強化に取り組んでいた。その流れの一つとして、
2025年よりマネージャーを中心にQCサークル活動を開始した。この活動は、メンバーの
問題解決能力の育成だけに留まらず、部（組織）全体における試合及び練習に対する「共創」
意識の向上にも繋がっていった。大学の事例ではあるが、本書を通じて「QCサークル
活動とTQM（活動と経営）」及び「共創」の概念が広まり、企業などの組織を推進するヒント
になれば幸いである。

玉川大学　経営学部
国際経営学科　教授
木内 正光　著

��� トップ

4.『共創×生成AI実践ガイドブック
－品質活動の基本を生成AI時代に問い直す－』

2022年以降、生成AIが急速に進化し、組織活動への活用も試行から実践へと広がりつつ
ある。重要なのは、生成AIを品質活動の代替ではなく、その基本を問い直し、実践を支援
する道具として位置づけることである。生成AIは、不良分析や顧客の声の要約、標準書の
下書きなどを支援できるが、それだけで品質は向上しない。結果を現場の実態と照合し、
改善を標準として定着させるのは人間である。本テキストが据える原則は、人間が問いを
立て、生成AIが選択肢を広げるという役割分担にある。ここで目指すのは単なる効率化
ではなく、人同士、部門間、組織間、さらには顧客や生成AIとの共創を通じて、予想を超える
価値、すなわちDelightを生み出すことである。

関西大学名誉教授
荒木 孝治　著

��� 現場

5.『全員参加による未然防止活動の実践』
近年、品質保証、安全管理、不正防止などの様々な分野で、計画段階で起こりそうな問題
を洗い出し、予め対策を講じることが求められるようになってきた。このような活動は
未然防止活動と呼ばれるが、その実践は容易ではなく、どう進めてよいか、多くの組織が
悩んでいる。本テキストでは、未然防止の考え方、未然防止活動に役立つ手順や手法を
解説するとともに、未然防止活動に取り組んでいる職場の推進事例・活動事例を紹介する。

中央大学
社会理工学部　教授
中條 武志　編

��� トップ

6.『AIで時間をつくり，人が価値をつくる
－TQMを基盤としたAI時代の人中心経営－』

松本工業株式会社では、企業理念とTQMという不変の土台の上に、AIを現場に取り入れる
挑戦を進めている。AIはやがて電気や水のように誰もが使えるコモディティになる。
差を生み出すのは、AI自体ではなく人であり、組織である。人を育て、現場の知恵を磨き
続ける会社だけが強くなる。AIで生み出した時間を、人にしかできない判断、改善、価値
創造へと再配分する。TQM奨励賞受賞企業によるAI時代の人中心経営の姿を示す。

松本工業株式会社
代表取締役社長
舘下 繁仁　著

��� 部課長
スタッフ

7.『ヒューマンエラーのなぜなぜ分析－その考え方と実践的コツ－』
ヒューマンエラーや規則違反などの人間の不適切な行為が関係して事故・トラブルが
発生した場合、人間の不適切な行為の理由を明らかにして対策を立てるなぜなぜ分析が
有効である。しかし、この分析の実施に苦労する人が多い。そこで、本テキストでは、なぜ
なぜ分析の基本的な考え方と実践的コツを解説する。

日本人間工学会認定
人間工学専門家
佐相 邦英　著

※テキストのタイトル・編著者など一部が変更になる場合もございますので予めご了承ください。
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඼࣭݄ؒςΩετ ●7種・A5判/各　定価726円（税込）
●テキスト（7種・各1冊）のセット販売をいたします。［1セット定価：4,323円（税込）］

第67回目を迎える品質月間では、次の7冊のテキストを販売いたします。
仕事に役立つ知識や事例がたくさん詰まっています。是非、皆様のスキルアップの一環として、あるいは品質活動に関する教材として品質月間
テキストをご活用ください。

No. 対　象 テキストタイトルと主な内容 編著者

��� 部課長
スタッフ

1.『QFD業務機能展開の発展的活用による仕事の見える化
－仕事に意味を与え，人と組織を持続的に成長させる－』

「仕事の見える化」とは、単に業務内容や手順を図や表にすることではなく、仕事の目的や
価値を明らかにし、為すべき業務と求められる達成水準を体系的に整理して、共通認識を
つくることである。本テキストでは、QFD（品質機能展開）の一翼を担う業務機能展開を
発展的に活用し、「作業としての仕事」を「使命としての仕事」に変え、働きがいと自律性
を高め、組織全体のパフォーマンス向上につなげる方法論を紹介する。

原賀 秀昭　著

��� 部課長
スタッフ

2.『デジタルとAIで大きく変わった失敗学
－AIが発達しても人が抱く違和感が大事－』

「失敗学」は、過去の事故や不祥事を分析して教訓を抽出する学問として発展してきた。
しかし、デジタル技術とAIの進展により、失敗学は単なる事後分析や教訓共有の活動から、
現場の違和感を起点にリスクを発見し、組織全体で共有・検討しながら失敗を未然に防ぐ
活動へと大きく変わりつつある。本テキストでは、知床遊覧船事故、タイタニック号沈没、
ノートルダム大聖堂・首里城正殿の火災、身近なPCトラブルなどの事例を通じて、AIが
どれほど高度化しても、失敗防止作戦を始めるためには、人間が「アレッ、変だな」と感じる
違和感が不可欠であることを示す。さらに、違和感をスマホやデジタルツールで共有し、
AIによってリスクを具体化することで、AI時代にふさわしい新しい失敗学の実践方法を
紹介する。

東京大学名誉教授
中尾 政之　著

��� 現場

3.『大学体育会におけるQCサークル活動の実践
－玉川大学体育会バスケットボール部に見る「みんなで共創」の取組み－』

玉川大学体育会バスケットボール部は、2026年より始まる特別強化指定部としての活動
に向けて、部全体として組織能力の強化に取り組んでいた。その流れの一つとして、
2025年よりマネージャーを中心にQCサークル活動を開始した。この活動は、メンバーの
問題解決能力の育成だけに留まらず、部（組織）全体における試合及び練習に対する「共創」
意識の向上にも繋がっていった。大学の事例ではあるが、本書を通じて「QCサークル
活動とTQM（活動と経営）」及び「共創」の概念が広まり、企業などの組織を推進するヒント
になれば幸いである。

玉川大学　経営学部
国際経営学科　教授
木内 正光　著

��� トップ

4.『共創×生成AI実践ガイドブック
－品質活動の基本を生成AI時代に問い直す－』

2022年以降、生成AIが急速に進化し、組織活動への活用も試行から実践へと広がりつつ
ある。重要なのは、生成AIを品質活動の代替ではなく、その基本を問い直し、実践を支援
する道具として位置づけることである。生成AIは、不良分析や顧客の声の要約、標準書の
下書きなどを支援できるが、それだけで品質は向上しない。結果を現場の実態と照合し、
改善を標準として定着させるのは人間である。本テキストが据える原則は、人間が問いを
立て、生成AIが選択肢を広げるという役割分担にある。ここで目指すのは単なる効率化
ではなく、人同士、部門間、組織間、さらには顧客や生成AIとの共創を通じて、予想を超える
価値、すなわちDelightを生み出すことである。

関西大学名誉教授
荒木 孝治　著

��� 現場

5.『全員参加による未然防止活動の実践』
近年、品質保証、安全管理、不正防止などの様々な分野で、計画段階で起こりそうな問題
を洗い出し、予め対策を講じることが求められるようになってきた。このような活動は
未然防止活動と呼ばれるが、その実践は容易ではなく、どう進めてよいか、多くの組織が
悩んでいる。本テキストでは、未然防止の考え方、未然防止活動に役立つ手順や手法を
解説するとともに、未然防止活動に取り組んでいる職場の推進事例・活動事例を紹介する。

中央大学
社会理工学部　教授
中條 武志　編

��� トップ

6.『AIで時間をつくり，人が価値をつくる
－TQMを基盤としたAI時代の人中心経営－』

松本工業株式会社では、企業理念とTQMという不変の土台の上に、AIを現場に取り入れる
挑戦を進めている。AIはやがて電気や水のように誰もが使えるコモディティになる。
差を生み出すのは、AI自体ではなく人であり、組織である。人を育て、現場の知恵を磨き
続ける会社だけが強くなる。AIで生み出した時間を、人にしかできない判断、改善、価値
創造へと再配分する。TQM奨励賞受賞企業によるAI時代の人中心経営の姿を示す。

松本工業株式会社
代表取締役社長
舘下 繁仁　著

��� 部課長
スタッフ

7.『ヒューマンエラーのなぜなぜ分析－その考え方と実践的コツ－』
ヒューマンエラーや規則違反などの人間の不適切な行為が関係して事故・トラブルが
発生した場合、人間の不適切な行為の理由を明らかにして対策を立てるなぜなぜ分析が
有効である。しかし、この分析の実施に苦労する人が多い。そこで、本テキストでは、なぜ
なぜ分析の基本的な考え方と実践的コツを解説する。

日本人間工学会認定
人間工学専門家
佐相 邦英　著

※テキストのタイトル・編著者など一部が変更になる場合もございますので予めご了承ください。

205 205 202
パンフレット印刷（第66回_品質月間正式版）／ウラ／天／612×297／村木／2026.8.6＊
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●テキスト（7種・各1冊）のセット販売をいたします。［1セット定価：4,323円（税込）］

第67回目を迎える品質月間では、次の7冊のテキストを販売いたします。
仕事に役立つ知識や事例がたくさん詰まっています。是非、皆様のスキルアップの一環として、あるいは品質活動に関する教材として品質月間
テキストをご活用ください。

No. 対　象 テキストタイトルと主な内容 編著者

��� 部課長
スタッフ

1.『QFD業務機能展開の発展的活用による仕事の見える化
－仕事に意味を与え，人と組織を持続的に成長させる－』

「仕事の見える化」とは、単に業務内容や手順を図や表にすることではなく、仕事の目的や
価値を明らかにし、為すべき業務と求められる達成水準を体系的に整理して、共通認識を
つくることである。本テキストでは、QFD（品質機能展開）の一翼を担う業務機能展開を
発展的に活用し、「作業としての仕事」を「使命としての仕事」に変え、働きがいと自律性
を高め、組織全体のパフォーマンス向上につなげる方法論を紹介する。

原賀 秀昭　著

��� 部課長
スタッフ

2.『デジタルとAIで大きく変わった失敗学
－AIが発達しても人が抱く違和感が大事－』

「失敗学」は、過去の事故や不祥事を分析して教訓を抽出する学問として発展してきた。
しかし、デジタル技術とAIの進展により、失敗学は単なる事後分析や教訓共有の活動から、
現場の違和感を起点にリスクを発見し、組織全体で共有・検討しながら失敗を未然に防ぐ
活動へと大きく変わりつつある。本テキストでは、知床遊覧船事故、タイタニック号沈没、
ノートルダム大聖堂・首里城正殿の火災、身近なPCトラブルなどの事例を通じて、AIが
どれほど高度化しても、失敗防止作戦を始めるためには、人間が「アレッ、変だな」と感じる
違和感が不可欠であることを示す。さらに、違和感をスマホやデジタルツールで共有し、
AIによってリスクを具体化することで、AI時代にふさわしい新しい失敗学の実践方法を
紹介する。

東京大学名誉教授
中尾 政之　著

��� 現場

3.『大学体育会におけるQCサークル活動の実践
－玉川大学体育会バスケットボール部に見る「みんなで共創」の取組み－』

玉川大学体育会バスケットボール部は、2026年より始まる特別強化指定部としての活動
に向けて、部全体として組織能力の強化に取り組んでいた。その流れの一つとして、
2025年よりマネージャーを中心にQCサークル活動を開始した。この活動は、メンバーの
問題解決能力の育成だけに留まらず、部（組織）全体における試合及び練習に対する「共創」
意識の向上にも繋がっていった。大学の事例ではあるが、本書を通じて「QCサークル
活動とTQM（活動と経営）」及び「共創」の概念が広まり、企業などの組織を推進するヒント
になれば幸いである。

玉川大学　経営学部
国際経営学科　教授
木内 正光　著

��� トップ

4.『共創×生成AI実践ガイドブック
－品質活動の基本を生成AI時代に問い直す－』

2022年以降、生成AIが急速に進化し、組織活動への活用も試行から実践へと広がりつつ
ある。重要なのは、生成AIを品質活動の代替ではなく、その基本を問い直し、実践を支援
する道具として位置づけることである。生成AIは、不良分析や顧客の声の要約、標準書の
下書きなどを支援できるが、それだけで品質は向上しない。結果を現場の実態と照合し、
改善を標準として定着させるのは人間である。本テキストが据える原則は、人間が問いを
立て、生成AIが選択肢を広げるという役割分担にある。ここで目指すのは単なる効率化
ではなく、人同士、部門間、組織間、さらには顧客や生成AIとの共創を通じて、予想を超える
価値、すなわちDelightを生み出すことである。

関西大学名誉教授
荒木 孝治　著

��� 現場

5.『全員参加による未然防止活動の実践』
近年、品質保証、安全管理、不正防止などの様々な分野で、計画段階で起こりそうな問題
を洗い出し、予め対策を講じることが求められるようになってきた。このような活動は
未然防止活動と呼ばれるが、その実践は容易ではなく、どう進めてよいか、多くの組織が
悩んでいる。本テキストでは、未然防止の考え方、未然防止活動に役立つ手順や手法を
解説するとともに、未然防止活動に取り組んでいる職場の推進事例・活動事例を紹介する。

中央大学
社会理工学部　教授
中條 武志　編

��� トップ

6.『AIで時間をつくり，人が価値をつくる
－TQMを基盤としたAI時代の人中心経営－』

松本工業株式会社では、企業理念とTQMという不変の土台の上に、AIを現場に取り入れる
挑戦を進めている。AIはやがて電気や水のように誰もが使えるコモディティになる。
差を生み出すのは、AI自体ではなく人であり、組織である。人を育て、現場の知恵を磨き
続ける会社だけが強くなる。AIで生み出した時間を、人にしかできない判断、改善、価値
創造へと再配分する。TQM奨励賞受賞企業によるAI時代の人中心経営の姿を示す。

松本工業株式会社
代表取締役社長
舘下 繁仁　著

��� 部課長
スタッフ

7.『ヒューマンエラーのなぜなぜ分析－その考え方と実践的コツ－』
ヒューマンエラーや規則違反などの人間の不適切な行為が関係して事故・トラブルが
発生した場合、人間の不適切な行為の理由を明らかにして対策を立てるなぜなぜ分析が
有効である。しかし、この分析の実施に苦労する人が多い。そこで、本テキストでは、なぜ
なぜ分析の基本的な考え方と実践的コツを解説する。

日本人間工学会認定
人間工学専門家
佐相 邦英　著

※テキストのタイトル・編著者など一部が変更になる場合もございますので予めご了承ください。
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